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鹿
児
島
か
ら
徳
重
神
社
ま
で
約

二
十
㌖
を
歩
く
妙
円
寺
詣
り
。
そ
の

始
ま
り
は
、
鹿
児
島
城
下
の
武
士
た

ち
が
、
関
ヶ
原
の
戦
い
前
夜
に
あ
た

る
旧
歴
九
月
十
四
日
に
、
鹿
児
島
・

伊
集
院
間
往
復
四
十
㌖
を
甲
冑
に
身

を
固
め
、
島
津
義
弘
公
の
菩
提
寺
で

あ
る
妙
円
寺
を
参
拝
し
た
こ
と
に
始

ま
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
は
、
妙
円
寺
詣
り
の
き
っ

か
け
に
な
っ
た
関
ヶ
原
の
戦
い
で
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　
安
土
桃
山
時
代
の
慶
長
五
年
九
月

十
五
日
（
西
暦
一
六
○
○
年
十
月

二
十
一
日
）、
天
下
分
け
目
の
合
戦

と
言
わ
れ
る
「
関
ヶ
原
の
戦
い
」
が

あ
り
ま
し
た
。

　

西
軍
と
し
て
参
戦
す
る
こ
と
に

な
っ
た
、
島
津
第
十
七
代
大
守
島
津

義
弘
公
。
東
軍
と
内
通
し
て
い
た
西

軍
の
武
将
の
静
観
に
く
わ
え
、
小
早

川
隊
の
裏
切
り
も
あ
り
、
正
午
過
ぎ

に
は
東
軍
の
勝
利
が
決
定
的
に
な
り

ま
し
た
。
西
軍
の
敗
走
が
始
ま
り
、

島
津
隊
も
東
軍
に
囲
ま
れ
、
窮
地
に

立
た
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て

有
名
な
島
津
の
敵
中
突
破
退
却
戦

「
島
津
の
退
き
口
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
正
面
に
布
陣
し
て
い
た
福
島
隊
中

央
に
突
撃
を
開
始
。
福
島
隊
を
は
じ

め
東
軍
武
将
の
迎
撃
を
突
破
し
、
徳

川
家
康
本
陣
を
か
す
め
る
よ
う
に
通

過
。
東
軍
の
激
し
い
追
撃
で
数
多
く

の
兵
を
失
い
な
が
ら
も
撤
退
に
成
功

し
ま
し
た
。
養
老
お
よ
び
鈴
鹿
山
脈

の
険
路
を
越
え
、
堺
の
港
か
ら
無
事

故
郷
薩
摩
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
武
勇
を
し
の
び
、
現
在
ま
で

参
拝
は
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
毎
年
十
月
の
第
四
土
・

日
曜
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
（
空
手
道
競
技
は
第

三
日
曜
日
）。「
妙
円
寺
詣
り
」
に
合

わ
せ
、「
妙
円
寺
詣
り
行
事
大
会
」

も
行
わ
れ
、
毎
年
県
内
外
か
ら
多
く

の
来
場
が
あ
り
ま
す
。

　
徳
重
神
社
で
は
、
伝
統
を
受
け
継

ぐ
武
者
行
列
や
一
般
参
拝
者
に
よ
る

ウ
ォ
ー
ク
リ
ー
に
フ
ェ
ス
タ
ス
テ
ー

ジ
で
の
催
し
な
ど
の
披
露
。
伊
集
院

総
合
体
育
館
を
は
じ
め
各
地
で
は
、

剣
道
や
柔
道
な
ど
競
技
大
会
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
特
に
フ
ェ
ス
タ
で
は

二
日
間
で
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
、
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

（
当
日
の
様
子
は
次
頁
参
照
）

　
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
「
妙
円

寺
詣
り
」。
そ
れ
は
い
に
し
え
か
ら

つ
な
が
れ
て
き
た
人
と
人
と
の
絆
を

強
く
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
特
別
な

日
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

受
け
継
が
れ
る
魂

�

時
を
経
て
今
よ
み
が
え
る

妙
円
寺
詣
り

市の一大イベントである妙円寺詣り。
武者行列、ステージ発表、行事大会などさまざまな催し物が
市内各地で行われました。
大盛況のうちに幕を閉じた妙円寺詣りの歴史を少しのぞいてみました。

☆
妙
円
寺
詣
り
の
始
ま
り

☆
現
在
の
妙
円
寺
詣
り

☆
密
接
に
か
か
わ
る
関
ヶ
原
の
戦
い

フェスタステージ（徳重神社内）
２日間にわたり、太鼓踊りをはじめ、
さまざまな催しが行われました。

Ａ伊集院総合体育館
空手道競技や剣道競技が開催。その他
各地で多くの競技が開かれました。

Ｃ 徳重神社
武者行列や神社を目指してウォーク
リーなどが行われました。

Ｂ



①松元裕樹歌手と感激の握手　②みんなで一緒に妙円寺詣りの歌暗唱大会　③信頼でつなぐ伊集院高校書道パフォーマンス
④あづま保育園児一生懸命叩きました　⑤大迫力の徳重大バラ太鼓　⑥赴きある夜のステージ　⑦～⑩１人１人が主役

①魂を受け継ぐ武者行列　②松明の明かりに照らされて　③元気にウォークリー　④大盛況の物産館　⑤ほっと一息休憩所
⑥佐土原（宮崎）からようこそ　⑦かわいい参拝客　⑧徳重神社に到着　⑨神社にて奉納儀式

①精神集中！　②気迫の銃剣道
③協力したゲートボール

④練習の成果を発揮　⑤一瞬の勝負の
世界　⑥すべての取組みが大接戦
⑦一弓入魂

Ａ

Ｂ

Ｃ

⑨

⑨

⑩ ⑧

⑧

⑦

⑦

④

④

①

①

⑤

⑤

②

②

⑥

⑥

③

③

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦
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日置市スポーツの秋

地域運動会開催 !
10 月９日、各地域で運動会が開催されました。素晴らしい秋晴れになり、参加者たちは、心地よい汗を
流していました。各地域の様子と順位を紹介します。

　
第
七
回
東
市
来
地
域
運
動
会

が
、
東
市
来
総
合
運
動
公
園
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
区
対
抗
は
、
鶴
丸
地
区
が

昨
年
度
優
勝
の
上
市
来
地
区
を

破
り
優
勝
。
自
治
会
対
抗
は
、

荻
自
治
会
が
二
年
ぶ
り
に
優
勝

を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　
例
年
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
応

援
を
披
露
す
る
各
地
区
学
生
会

が
、
今
年
も
大
い
に
大
会
を
沸

か
せ
ま
し
た
。

　
青
空
の
も
と
、
第
四
十
二
回

日
吉
地
域
体
育
祭
が
、
日
吉
運

動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
地
域
体
協
戦
で
は
、
リ
レ
ー

や
綱
引
き
。自
治
会
対
抗
で
は
、

輪
入
れ
競
争
や
ひ
よ
し
ケ
イ
リ

ン
な
ど
、
白
熱
し
た
競
技
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
住
吉
体
協
、
川
東
体

協
の
応
援
合
戦
が
花
を
添
え
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

☆
鹿
児
島
県
体
育
協
会
功
労
者

（
氏
名
）　　
（
競
技
種
目
な
ど
）

靏
園　
秋
男　
市
体
協
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

尾
ス
マ
子　
伊
集
院
地
域
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

宇
田　
榮　
　
日
置
地
区
陸
上
競
技
協
会

上
原　
俊
一　
吉
利
校
区
体
協
相
撲

☆
日
置
地
区
体
育
協
会
功
労
者

四
元　
碩
朗　
東
市
来
地
域
体
協

松
尾　
滿　
　
東
市
来
地
域
体
協

立
和
名
徳
文　
東
市
来
地
域
体
協

森　
　
康
夫　
伊
集
院
地
域
体
協

久
保　
啓
昭　
伊
集
院
地
域
体
協

重
留　
健
朗　
伊
集
院
地
域
体
協

南　
　
和
美　
伊
集
院
地
域
体
協

櫨
場　
碩
郎　
日
吉
地
域
体
協

妙
見　
義
弘　
日
吉
地
域
体
協

田
麥　
雅
之　
日
吉
地
域
体
協

☆
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手

○
東
市
来
地
域

中
村　
俊
幸　
サ
ー
フ
ィ
ン

五
反
田　
遥　
柔
道

田
代　
達
也　
剣
道

宮
永　
梢
汰　
水
泳

東
市
来

日
吉

地
区
対
抗
戦

�

鶴
丸
地
区
が
優
勝
旗
奪
還
！
吉
利
体
協
九
連
覇
！

�

自
治
会
対
抗
は
草
原
優
勝
！

自治会対抗の部
順位 地域
優勝 荻
２位 城之町
３位 美山
４位 古市
５位 川北

自治会対抗の部
順位 地域
優勝 草原
２位 南区
２位 日新
４位 山田
５位 中区

地区対抗の部
順位 地域
優勝 鶴丸
２位 上市来
３位 湯田
４位 美山
５位 伊作田

地域体協の部
順位 体協
優勝 吉利
２位 扇尾
３位 住吉
４位 川東
５位 川西
６位 日新

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
や
体
育

振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
個

人
、
団
体
の
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
表
彰
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

最終の地区対抗リレー、今スタートふるさと学園からも大勢参加

大人も一生懸命です 会場を盛り上げた学生会応援団

地域で協力して玉入れ激走！三輪車レース

心を合わせてデカパン競争 手をいっぱい伸ばして輪入れ
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吹
上
地
域
で
は
、
地
域
運
動

会
が
隔
年
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

隔
年
と
い
う
こ
と
で
、
各
地
区

で
は
練
習
会
が
行
わ
れ
る
な

ど
、
気
合
が
入
り
ま
す
。

　
競
技
が
始
ま
る
と
、
採
点
種

目
に
関
係
な
く
、
各
地
区
の
テ

ン
ト
か
ら
声
援
が
飛
び
ま
す
。

　
終
盤
は
、
花
田
地
区
が
練
習

量
と
実
力
を
見
せ
つ
け
圧
倒
的

な
点
差
で
優
勝
旗
を
勝
ち
取
り

ま
し
た
。

　
伊
集
院
地
域
運
動
会
は
、
伊

集
院
総
合
運
動
公
園
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
開
会
式
で
伊
集
院
中
学
校
二

年
生
東
幸
太
朗
君
が
元
気
い
っ

ぱ
い
の
選
手
宣
誓
し
、
競
技
が

ス
タ
ー
ト
。
各
地
域
か
ら
大
勢

の
地
域
住
民
が
参
加
し
、
多
種

多
様
な
種
目
に
一
丸
と
な
っ
て

挑
み
ま
し
た
。
総
合
の
部
で
は

飯
牟
礼
が
見
事
優
勝
を
勝
ち
取

り
ま
し
た
。

☆
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手

○
伊
集
院
地
域

中
田　
嘉
直　
サ
ー
フ
ィ
ン

川
野　
豪　
　
軟
式
野
球

宮
下　
貴
顕　
水
泳

鈴
木　
雪
乃　
水
泳

篠
原　
義
樹　
ボ
ク
シ
ン
グ

久
保　
光
生　
ボ
ク
シ
ン
グ

山
下　
省
吾　
陸
上

田
之
頭
貴
臣　
陸
上

南　
　
翔
鳳　
陸
上

野
﨑　
健
人　
陸
上

吉
永　
竜
聖　
陸
上

野
村　
峻
哉　
陸
上

西　
　
千
夏　
全
空
連
空
手
道

小
正　
佳
奈　
卓
球

○
日
吉
地
域

成
田　
拓
馬　
サ
ー
フ
ィ
ン

岡
村　
玲
希　
軟
式
野
球

大
楽　
隆
晟　
軟
式
野
球

白
石　
信
彰　
新
体
操

西
留　
一
輝　
水
泳

大
西　
弘
城　
水
泳

森
永
裕
希
乃　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

○
吹
上
地
域（
全
国
大
会
出
場
）

中
野　
花
菜　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

榊　
　
陽
斗　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

榊　
　
麗
奈　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

榊　
　
愛
莉　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

榊　
　
海
星　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

倉
園　
翼　
　
レ
ス
リ
ン
グ

池
田　
拡
介　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

牧
野　
勇　
　
水
泳

☆
社
会
体
育
功
労
者

○
東
市
来
地
域

四
元　
碩
朗　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

松
尾　
滿　
　
相
撲

赤
﨑　
弘
幸　
伊
作
田
地
区
体
育
部

藤
田　
久
二　
鶴
丸
地
区
体
育
部

山
元　
登　
　
湯
田
地
区
体
育
部

重
水　
孝
一　
上
市
来
地
区
体
育
部

東　
　
浩
史　
サ
ッ
カ
ー

○
伊
集
院
地
域

弓
塲　
稔　
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

福
元　
保　
　
弓
道

中
條　
義
公　
卓
球

野
村　
正
道　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

四
郎
園
修
一　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

入
佐　
好
彦　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

前
村　
和
也　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

○
日
吉
地
域

櫨
元　
義
盛　
川
西
体
協

井
尻　
秀
一　
住
吉
体
協

新
宅　
礼
子　
住
吉
体
協

立
宅　
辰
男　
吉
利
体
協

下
田
平
益
美　
扇
尾
体
協

☆
社
会
体
育
優
良
団
体

鹿
児
島
城
西
高
等
学
校　
卓
球
部

鹿
児
島
城
西
高
等
学
校　
ボ
ク
シ
ン
グ
部

鹿
児
島
城
西
高
等
学
校　
空
手
道
部

伊
集
院
剣
心
館

吹
上

圧
倒
的
な
強
さ
で

�

花
田
地
区
が
三
連
覇
郡
、
妙
円
寺
勢
を
抑
え
て

�

飯
牟
礼
が
総
合
優
勝
！

順位 地域
６位 平鹿倉
７位 吹上
８位 藤元
９位 伊作南
10位 伊作北

リレーの部
順位 地域
優勝 妙円寺東
２位 妙円寺西
３位 土橋

地区別対抗
順位 地域
優勝 花田
２位 和田
３位 野首
４位 永吉
５位 坊野

団体の部
順位 地域
優勝 飯牟礼
２位 郡
３位 妙円寺西

総合の部
順位 地域
優勝 飯牟礼
２位 郡
３位 妙円寺西
４位 妙円寺東
５位 土橋

伊集院

元気一杯、選手宣誓保育園児もリズムよく

このムカデ…早ッ！！ 入れー！！！！

元気いっぱい走りました

地域の期待を背負ったリレー 青空に響く選手宣誓
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赤文字＝大会新記録　

種　　　目 １　　　位 ２　　　位 ３　　　位

100
ｍ
走

５年男子 伊集院小 佐久間恭吾 1４秒９８ 伊作田小 宮尾　委熙 1５秒0３ 妙円寺小 牧枝　和志 1５秒0６

５年女子 湯 田 小 岡村　優那 1５秒５２ 日 置 小 赤間優里奈 1５秒５６ 伊集院小 中尾　柚月 1５秒９４

６年男子 飯牟礼小 輝　　祐冶 1３秒９５ 鶴 丸 小 萩原　雅貴 1４秒11 妙円寺小 岩城　　元 1４秒1４

６年女子 妙円寺小 上栫　紗世 1４秒２９ 妙円寺小 内田　晴菜 1５秒２６ 伊 作 小 正留　　愛 1５秒２７
６0
ｍ　
　
　
　

ハ
ー
ド
ル
走

６年男子 妙円寺小 岩城　　元 10秒４４ 湯 田 小 濵﨑　和也 10秒８1 鶴 丸 小 宮永　梢太 10秒８７

６年女子 伊集院小 海江田実結 10秒９６ 妙円寺小 川畑　香織 11秒0６ 飯牟礼小 池田　菜月 11秒２８

８00
ｍ
走

５年男子 妙円寺小 牧枝　和志 ２分４２秒７９ 伊 作 小 山野　海斗 ２分４５秒９1 伊集院小 永里　航平 ２分５0秒４1

５年女子 湯 田 小 久保　那奈 ２分４６秒５８ 妙円寺小 富沢　藍那 ２分５７秒５３ 花 田 小 有馬　朱香 ２分５８秒00

６年男子 妙円寺小 山口　賢助 ２分３８秒２６ 伊 作 小 山野　希瑠 ２分３８秒６1 妙円寺小 當山　雄大 ２分３８秒６２

６年女子 花 田 小 岡元　秀佳 ２分４４秒11 湯 田 小 宮前穗乃花 ２分４９秒５８ 湯 田 小 比良　有沙 ２分５２秒1８

走
り
幅
跳
び

５年男子 伊作田小 宮尾　委煕 ３６６㎝ 伊集院北小 福永龍之介 ３６４㎝ 伊集院小 上　健士郎 ３５５㎝

５年女子 日 置 小 赤間優里奈 ３９0㎝ 伊作田小 谷口　鈴音 ３４７㎝ 飯牟礼小 伊地知那月 ３４６㎝

６年男子 鶴 丸 小 萩原　雅貴 ４0５㎝ 伊集院小 山内　　慎 ３８６㎝ 妙円寺小 石嶺　昴汰 ３８1㎝

６年女子 妙円寺小 上栫　紗世 ３５２㎝ 永 吉 小 上水流智保 ３５1㎝ 伊集院北小 後山登喜美 ３４２㎝

走
り
高
跳
び

５年男子 伊 作 小 山下　友哉 1２４㎝ 伊 作 小 川之上航太 11８㎝
上市来小 久保　健人 11５㎝

日 置 小 岡村弥津樹 11５㎝

５年女子 妙円寺小 南　　咲良 11６㎝ 湯 田 小 下池　優佳 110㎝ 妙円寺小 小原　春華 10５㎝

６年男子 湯 田 小 濵﨑　和也 1３1㎝
妙円寺小 當山　雄大 1２５㎝

伊集院小 森山　勇希 1２５㎝

６年女子 飯牟礼小 井手上華鈴 1２0㎝ 永 吉 小 上田平　咲 11５㎝
湯 田 小 柿本　渚帆 11５㎝

伊集院小 水流かほり 11５㎝

４00
ｍ
リ
レ
ー

５年男子 伊 作 小 1分00秒0６ 伊集院小 1分00秒７３ 妙円寺小 1分01秒0７

５年女子 湯 田 小 1分0３秒６７ 妙円寺小 1分0４秒９４ 伊 作 小 1分0５秒10

６年男子 伊集院小 ５７秒５1
鶴 丸 小 ５８秒８1

妙円寺小 ５８秒８1

６年女子 妙円寺小 ５９秒６８ 伊集院小 1分01秒01 伊 作 小 1分0２秒４0

日
置
市
小
学
校
陸
上
記
録
会

　小学校で朝、昼休み、放課
後と陸上記録会に向けて練習
してきたので、今回このよう
な良い結果を残すことができ
て本当にうれしいです。
　来年から中学生になります
が、中学生になっても陸上部
に入り、陸上を続けていきた
いと思います。

　子どもたちの体力向上、市
内小学校の交流を目的に行っ
ています。できるだけ多くの
児童に活躍の場を与えられた
らと思っています。
　陸上記録会を通してスポー
ツに親しみ、その子に応じた
生涯スポーツを見つけるきっ
かけになって欲しいです。

　20 年ぶりに新記録更新でき
て本当にうれしいです。小学
１年生の頃から週２回陸上の
練習をしてきました。練習の
成果を出すことができたと思
います。
　日吉中には陸上部がないの
で今後は分かりませんが、ま
ずは６年生まで続けていきた
いと思います。

妙円寺小学校　６年

上
うわ

栫
がき

　紗
さ

世
よ

　さん

鶴丸小学校

谷
たに

口
ぐち

　功
いさお

　先生

日置小学校　５年

赤
あか

間
ま

優
ゆ

里
り

奈
な

　さん

６年女子 100m走１位

陸上記録会　責任者

５年女子走り幅跳び１位
ＷＩＮＮＥＲ‘Ｓ　ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ

先生に聞きました！

　
十
月
十
九
日
、
第
六
回
日
置
市
小
学
校
陸
上
記
録
会
が

伊
集
院
総
合
運
動
会
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
日
に
も
か

か
わ
ら
ず
多
く
の
観
客
に
見
守
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

５
年
女
子
走
り
幅
跳
び

新
記
録
！
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通
信
指
令
台
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

その１　まず深呼吸を。「落ち着いて」「正しく」情報を伝えてください。
その２　「火事」であるのか「救急」であるのか伝えてください。
その３　�火事の場合は何が燃えているのか、救急の場合はどこの具合が悪いのか伝

えてください。
その４　�場所と住所と世帯主、名前を伝えてください。近くに目標物があれば教え

てください。
その５　�通報者である自分の名前と自宅または携帯電話の番号を伝えてください。

☆�パニックにならないことが大切です。私たちが電話口でフォローしますので正確
な情報をお願いします。

⑴�　携帯電話、IP 電話およびNTT固定電話から 119 番通
報を受信した場合、通報者の発信地に関する情報が自動
的に消防本部指令室の情報指令装置に通知され、電子地
図上に表示されるシステムです。
⑵�　GPS 機能付携帯電話の場合、誤差の少ない範囲で通報
者の場所を特定することができます。GPS 機能の無い携
帯電話およびスマートフォンは、特定できる場所の範囲
が広くなるため、従来通り、聞き取りにより出場場所を
特定します。（☆ＧＰＳとは、人工衛星を利用して、自分
がどこにいるかを正確に割り出すシステム）

　今回更新した通信指令装置により、各地域の防災無線と災害状況等の自動案内装置が、音声合成（自動放
送）になります。
　119 番通報を確実に受信することができるこのシステムで、地域住民の安心・安全の向上に努めていき
ます。

　市消防本部では、平成 10年度から使用してきた通信指令台を今年 10月に更新しました。現在の 119 番
通報は、携帯電話からの通報が全体の 30％を占めています。今後さらに携帯電話からの通報が増加する傾
向にあります。
　119 番通報時、少しでも早く災害場所を確認し、迅速に対応できるよう最新の機器に更新しました。

更新された通信機器（左）と通信指令台（右）

通信指令室担当　柿内司令補に聞きました !!　119 番通報する時伝えてほしい５つのこと

消防本部からのお知らせ

新機能　位置情報システム
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来年度は固定資産税の評価替えの年です！

税務課からのお知らせ

固定資産税と一口に言われてもどんな税金かよく分からない。
そんな疑問を解決するために、評価方法を含めてご説明します。

固定資産税って、どんな税金ですか？

税金を払い忘れたらどうなりますか？

　固定資産税は、毎年１月１日 (賦課期日＝課税要件が確定
する日 )現在で、土地・家屋・償却資産を所有している人に
納めてもらう税金のことです。
　税額は、固定資産の評価額をもとに３年に１度見直しが行
われて算出されています。この見直しを評価替えといい、来
年、平成 24年度に行われます。

　納税は、日本国憲法で国民の義務に定められています。支払いを忘れたり、しなかったりする
と大変なことになります。ひどくなると次のページのような訴訟になってしまう可能性もありま
す。市では払い忘れのないように、口座振替納税をお勧めしています。そのほか固定資産税でご
質問があれば、お問い合わせ先までどうぞお尋ねください。
【お問い合わせ先】本庁税務課固定資産税係　TEL273-2111
　各支所地域振興課市民税係（東市来支所 274-2111、日吉支所 292-2111、吹上支所 296-2111）

どうやって評価を行っていますか？

　それぞれの評価方法（土地・家屋・償却資産）について説明します。
１　土地
　土地の評価は、総務大臣が決めた「固定資産評価基準」によって、地目別に定められた評価方
法で評価されます。
そして宅地の評価は、商業地や住宅地などの利用状況に応じた下記の２つの方法に分けて評価さ
れます。
①「路線価方式」・・・市街化の進んだ地域　②「標準地比準方式」・・・路線価方式以外の地域
　宅地の評価額は、算定された路線価を基に、それぞれの宅地の状況（奥行・間口・形状など）
に応じて求められます。
２　家屋
　家屋の評価は、再建築価格を基準に評価されます。再建築費というのは、評価する時点で持っ
ている家と同じものを、同じ場所にもう１回新しく建てる場合に必要になってくる建築費のこと
です。この再建築費に、家を建てた時からの経過年数によって生じる損耗の状況を調べて減点補
正などをして評価されます。
３　償却資産
　償却資産は、土地と家屋以外で事業のために使える資産のことです。評価替えに関係なく毎年
申告していただきます。申告をもとに毎年評価して、価格が決定されます。

市税は便利で安全・確実な
口座振替納税がお勧めです。

手続きは、口座振替を希望される金融機関の窓口で！

（取扱金融機関：日置市内）

＊鹿児島銀行　＊南日本銀行　＊鹿児島信用金庫　
＊鹿児島相互信用金庫　＊さつま日置農業協同組合
＊ゆうちょ銀行　＊鹿児島信用漁業連合会江口支店
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「滞納整理強化月間」
―�平成 23年 12月１日～ 12月 28日�―

　市では、市税、国民健康保険税、介護保険料、各種使用料、手数料およびその他の収
入の自主納付の促進と実効ある滞納整理を図るため、１２月を「滞納整理強化月間」と
定め、全庁一斉に滞納整理に取り組みます。

◆事情のある方は◆　納税・納付相談にお越しください。
　病気や失業・事業の経営不振など、やむを得ない理由で一時的に納期内に納付するこ
とが困難な方については、納付相談を行っています。
　生活状況や収入などをお尋ねしますので、状況が分かるものをお持ちください。

22年度収納率98.92％ 0
滞納対策を強化 市営住宅

ＳＴＯＰ　滞納！

「住宅滞納ゼロ作戦」継続中

【お問い合わせ先】　
本庁　特別滞納整理課　℡ 273-2111（内線 1170・1171）

　市営住宅の使用料（家賃）の収納率が上昇しています。
　使用料は 2億 1,718 万円で、収納額は 2億 1,483 万円、収納率は平成 22年度　98.92％で、平成
21年度より 1.49 ポイント上昇しました。　
　この数値は県下 18市の中でも３番目に高い数値であり、支払いが滞った際に早めの対応を取って
いることが結果に結びついています。
　過去の累積未収金額も平成 22年度は 2,159 万円で、平成 21年度の 2,478 万円から 319 万円の減
少となっています。

　市営住宅の滞納者に対して度重なる催告や保証人への通知等をしたにもかかわらず納付がない場
合、特別滞納整理課において裁判所での即決和解や調停を行い、滞納の解消に取り組んでいます。
　これまでに簡易裁判所で行った件数は即決和解　19件　調停　1件　支払督促　1件です。
　今後は和解や調停にも応じない滞納者には、明渡の訴訟を行い強制的な退去や一括納付を要求する
ことになります。

　和解例：「滞納額 50万円を毎月 3万円、併せて、今後住む間の毎月の家賃２万５千円を納付期限内
に支払う。もし、期限までに支払わない場合は、住宅を明渡し、一括して未納額を支払う」と裁判所
裁判官の前で和解調書を作成。
　和解調書は確定判決と同じ効力がありますので、守らない場合は、直ちに住宅を明け渡すことにな
ります。

市営住宅収納率上昇

訴訟始まる・・・

も
う
・
・

明
渡
訴
訟
し
か
な
い
…
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自 治 会 内 外 の 連 携 と
協 働 の 取 り 組 み

　

過
疎
化
。
高
齢
化
。
そ
し
て
人
口
減

少
社
会
…
。
私
た
ち
の
地
域
も
、
い
や

応
な
く
そ
の
渦
の
中
に
。

　

そ
ん
な
現
状
を
、「
地
域
の
連
携
や
知

恵
で
変
え
て
い
き
た
い
」
と
、
市
内
各

地
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
「
協
働
の
地
域
づ
く
り
事
業

助
成
金
」
を
交
付
し
、
地
域
づ
く
り
の

モ
デ
ル
と
な
る
取
り
組
み
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
伊
集
院
地
域
四
郎
園
自
治

会
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

身近な地域活性化は
住む人の笑顔から！

㉗㉗

男の手料理も振る舞われた彼岸花まつり

　
「
自
治
会
員
の
『
こ
こ
ろ
』
と
『
ち

か
ら
』
を
一
つ
に
し
て
、
景
観
・
美

風
を
維
持
発
展
さ
せ
た
い
」。
四
郎

園
自
治
会
で
は
こ
ん
な
思
い
で
平
成

21
年
、「
景
観
美
化
部
」
を
専
門
部

と
し
て
設
置
し
ま
し
た
。

　
同
自
治
会
は
Ｊ
Ｒ
や
県
道
、
さ
ら

に
は
高
速
道
路
に
沿
う
よ
う
に
、
東

西
に
田
園
風
景
が
の
ん
び
り
と
延
び

て
い
ま
す
。
下
谷
口
川
沿
い
の
農
道

は
、
近
隣
自
治
会
も
含
め
た
散
策
道

に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

｢

自
治
会
の
生
活
基
盤
を
少
し
模

様
替
え
し
た
ら
、
笑
顔
の
絶
え
な
い

集
落
が
で
き
る
の
で
は
」。
模
様
替

え
の
第
一
歩
は
彼
岸
花
の
植
栽
。
気

負
い
の
な
い
、
し
か
し
長
期
に
及
ぶ

で
あ
ろ
う
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し

た
。
延
長
数
キ
ロ
に
及
ぶ
あ
ぜ
に
今

も
「
丹
念
に
植
え
続
け
て
い
る
」。

　
３
年
目
の
今
年
、
赤
、
黄
、
白
の

彼
岸
花
が
地
域
を
彩
る
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。「
何
回
か
球
根
を
盗
掘
さ

れ
た
」
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
彼

岸
花
の
里
づ
く
り
」
は
着
実
に
進
ん

で
い
ま
す
。

　

自
治
会
で
は
９
月
23
日
、「
第
一

回
彼
岸
花
ま
つ
り
」を
開
き
ま
し
た
。

川
沿
い
の
空
き
地
に
し
つ
ら
え
た
３

基
の
か
ま
ど
で
は
、
朝
か
ら
男
性
が

湯
を
沸
か
し
た
り
、
サ
ツ
マ
芋
を
ふ

か
し
た
り
。「
か
ね
て
は
し
な
い
ん

だ
け
ど
…
」
と
言
い
な
が
ら
、
笑
顔

で
汗
を
ぬ
ぐ
い
ま
す
。

　
や
が
て
、
公
民
館
で
の
仕
込
み
を

終
え
た
女
性
が
具
を
運
び
込
み
調
理

開
始
。「
高
血
圧
用
の
味
付
け
」「
煮

込
み
す
ぎ
だ
」
と
大
笑
い
で
吟
味
を

重
ね
る
う
ち
に
、
自
治
会
の
内
外
か

ら
大
勢
の
人
が
集
ま
っ
て
き
ま
し

た
。

　
「
ま
つ
り
」
と
は
い
え
、
汁
や
お

に
ぎ
り
が
振
る
舞
わ
れ
る
だ
け
。
し

か
し
参
加
者
は
、
そ
の
も
て
な
し
と

か
け
が
え
の
な
い
風
景
に
満
足
気
。

「
昔
は
こ
う
し
て
田
ん
ぼ
で
お
茶
を

飲
ん
だ
も
の
」
と
孫
に
語
り
か
け
る

光
景
も
あ
り
ま
し
た
。

　
四
郎
園
は
60
世
帯
ほ
ど
の
小
さ
な

自
治
会
。「
で
き
る
人
が
で
き
る
こ

と
を
す
る
」
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。「
彼
岸
花
を
見
る
に
は
９

月
初
旬
に
あ
ぜ
の
除
草
が
必
要
」。

そ
こ
に
は
自
治
会
内
外
の
耕
作
者
の

協
力
も
不
可
欠
で
す
。

　
こ
の
事
業
に
は
近
隣
の
自
治
会
も

関
心
を
示
し
、
今
後
、
広
域
な
展
開

も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
協
働
の
地
域
づ
く
り
事
業

助
成
金
で
、
こ
の
取
り
組
み
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

初
秋
の
花
見
に
続
々
と

日置市協働の地域づくり事業助成
事業団体を募集しています

　市では、市民自らが地域資源や人材を活かして
取り組む、協働に役立つ公益性の高い事業に対し、
その経費の一部を助成します。
対象事業：地域活性化のイベント
　　　　　世代間・地域間交流
　　　　　地場産品の活用開発
　　　　　地域人材の養成　　　など
　　　　　＊既存の事業は除きます。
対 象 者：�規約を持つ５人以上の団体で責任者が

明確で、継続的に活動できること
助成金額：補助率３/４以内
　　　　　（助成限度 10万円）
審査基準：�公益性、モデル性、実現性、発展性、

継続性など
　詳しくは、地域づくり課へお問い合わせくださ
い。（273-2111　内線 1272）
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短
　
歌

　

日
吉
短
歌
会

四
捨
五
入
す
れ
ば
も
う
す
ぐ
百
と
な
る
迷
惑
か

け
て
め
ぐ
り
来
る
秋

�

阿
多　

貞
子

若
き
日
の
「
迷
え
る
羊
」
そ
の
ま
ま
に
六
十
路

の
今
も
荒
野
に
お
り
し

�

池
上　

久
代

亡
き
人
は
夕
暮
れ
闇
に
迷
う
と
聞
き
心
を
こ
め

て
念
仏
唱
う

�

二
石
千
代
子

　

伊
集
院
短
歌
講
座

笞
使
い
微
分
積
分
熱
く
説
く
先
生
だ
け
が
記
憶

の
底
に

�

上
平
田
志
保
子

積
乱
雲
も
く
も
く
の
び
て
空
被
う
ス
コ
ー
ル
呼

ぶ
か
時
折
小
雨

�

佐
藤　

康
子

純
白
の
朝
咲
き
い
で
し
ペ
チ
ュ
ニ
ア
に
火よ

な
山
花

の
降
り
積
む
払
う
術
な
く

�

玉
利　

順
子

　

東
市
来
か
ん
な
短
歌
会

暮
れ
残
る
道
に
た
だ
よ
ふ
草
い
き
れ
出
合
ひ
が

あ
り
て
別
れ
の
あ
り
て

�

吉
田
ス
ズ
子

運
命
を
き
っ
ち
り
受
け
て
生
き
て
る
よ
泣
い
て

笑
っ
て
妹
と
二
人

�

中
間
ミ
チ
子

わ
が
窓
に
風
鈴
一
つ
吊
し
た
り
風
に
も
好
き
な

道
が
あ
る
ら
し

�

内
田
よ
し
子

俳
　
句

　

伊
集
院
俳
句
会

日
の
在あ

り
処ど

淡あ
わ

く
映
し
て
水
澄
め
り

�

種
田　

隆
一

海
原
に
溶
け
て
し
ま
ひ
し
大
西
日

�

宮
野　

栄
子

苔こ
け

衣ご
ろ
もま
と
ふ
露ろ

座ざ

仏ぶ
つ

昼
の
虫

�

若
松　

一
枝

　

吹
上
砂
丘
俳
句
会

過
ぎ
し
日
の
七
夕
飾
り
笹
の
音

�

原
田　

圭
子

童
心
に
帰
る
七
夕
作
り
か
な

�

月
野
ミ
チ
子

坂
の
上
帰
り
仕
度
の
燕
飛
ぶ

�

永
田
さ
つ
き

　

奴
草
俳
句
会
（
東
市
来
）

亡
き
妻
の
写
真
に
見
入
る
夜
長
か
な

�

赤
崎　

鉄
男

国く
に
さ
き東
の
旅
に
人
恋
う
蜻
蛉
か
な

�

濵
田　

彰
典

閉
枝
の
銀
杏
拾
う
老
婆
か
な

�

大
庭　

正
道

さ
つ
ま
狂
句

　

コ
ケ
ケ
狂
句
会
（
東
市
来
）

腰こ

し
や
曲ま

げ
つ
飽あ

つ

つ
も
来こ

ん
と
か
爺じ

が
ゴ
ル
フ

�

坂
元　

正
義
（
石つ

わ
ぶ
き落
）

近
か
か
友ど

し達
遠と

え
親し

ん
じ類
よ
か
世せ

わ話
い
な
つ

�

向
井
野
利
雄
（
小お

だ
ん
ね

田
峰
）

焼し
ょ
っ
く
れ

酎
飯
も
用ゆ

じ
ん心
が
大で

し事
ち
休

き
ゅ
う

肝か
ん

日び

�

迫
田　

喜
一
（
南な

ん
て
ん天
）

　

土
橋
狂
句
会

何な
い

も
せ
じ
食く

飲の

ん
が
嬉
し
女

お
な
ご

旅た
つ

�

新
山　

孝
子
（
つ
ば
な
）

重お

っ
か
役や

き
韮に

ら

ん
葉は

ん
よ
な
役や

っ

手て

当あ
て

�

永
田　
　

久
（
酒
楽
）

小こ
お
ん
じ
ょ

老
爺
が
ぞ
ろ
び
っ
歩さ

れ
た
長な

げ
提ち

ょ
ち
ん灯

�

尾
堂　

敏
昭
（
一
髪
）

　

吹
上
さ
ざ
な
み
会

鍋
蓋
で
投
げ
た
盃

ち
ょ
っ

ど
ま
女か

か房
が
捕と

っ

�

入
来
院
彦
六
（
元
彦
）

ほ
げ
た
鍋
鉢
い
し
た
な
あ
見み

ご事
て
花

�

池
上　

歌
子
（
良
子
）

割
れ
蓋ぶ

た

い
鍋
も
ぴ
た
合お

似に

っ
合お

た
夫み

と婦

�

松
清　

奏
華
（
幸
子
）

（
氏
名
敬
称
略
）



　
『
日
吉
秋
祭
り
』

　
『
交
通
安
全
コ
ン
サ
ー
ト
』

　
十
月
八
日
、
昼
に
交
通
安
全
コ
ン

サ
ー
ト
、
夜
は
日
吉
秋
祭
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
安
全
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
警
察
音
楽

隊
を
招
き
、
日
吉
中
学
校
生
徒
と
の

共
演
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
白
バ
イ

の
展
示
や
、
警
察
犬
と
の
触
れ
合
い

の
場
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
吉
秋
祭
り
で
は
、
ラ
ム
ネ
早
飲

み
競
争
や
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
物
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
約
三
千
発
の
花
火
が
上
が

る
と
、
会
場
は
今
日
一
番
の
盛
り
上

が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

　
観
客
は
、
昼
か
ら
夜
と
一
日
か
け

て
、
日
吉
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　
『
山
神
の
響
炎
』

　
十
月
九
日
、
山
神
の
郷
公
園
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
永
吉
地
区
住
民
ら

で
作
る
実
行
委
員
会
（
下
萩
昌
隆
会

長
）
が
主
催
。
昼
間
は
の
ど
か
な
田

園
に
、
約
一
万
本
の
た
い
ま
つ
が
灯

り
幻
想
的
な
風
景
の
中
、
吹
上
青
松

太
鼓
や
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
、
見
物
客

を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
『
吹
上
秋
祭
り
２
０
１
１
』

　
十
月
十
六
日
、
吹
上
浜
公
園
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
温
泉
旅
館
組
合
等

で
作
る
実
行
委
員
会
（
池
田
日
道
会

長
）
が
企
画
・
運
営
、
踊
り
や
伝
統

芸
能
な
ど
を
中
心
に
、
多
彩
な
ス

テ
ー
ジ
と
特
産
市
や
名
店
街
な
ど
売

店
が
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

ま
た
Ｊ
Ａ
さ
つ
ま
日
置
吹
上
支
所
の

農
業
祭
も
同
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

秋
の
お
祭
り
三
昧（
前
編
）

日
置
市
の
秋
は
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
、
花
火
に
幻
想
的
な
と
も
し
び
ま
で
。

そ
の
様
子
を
写
真
に
載
せ
て
お
送
り
し
ま
す
。

音楽隊との夢の共演

みんなでエイサー！抽選券をプレゼント

華麗な技で魅了した五つ太鼓

一番の盛り上がりをみせた花火

みんなに大人気のミニＳＬ

伊作太鼓踊も披露

火をつけるのも一苦労です 青松太鼓も響き渡ります

幻想的な雰囲気を満喫

陸上自衛隊音楽隊のレベルの高い演奏

ラムネの早飲み頑張りました 子どもたちに大人気の警察犬
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行政

民
間
の
力
を
生
か
し
て
地
域
の
活
性
化
を

も
っ
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
交
流
の
場
に

地
域
に
根
ざ
し
た
施
設
を

「
え
ぐ
ち
家
」
オ
ー
プ
ン
！

指
定
管
理
者
通
知
書
交
付
式

第
一
回
す
ま
い
る
フ
ェ
ス
タ

こ
ど
も
の
家
す
く
す
く
し
え
ん
せ
ん
た
ー

「
え
ぐ
ち
家
」・「
あ
っ
た
ろ
う
」
開
業

　
医
療
法
人
誠
心
会
へ
の
指
定
管
理

者
通
知
書
交
付
式
が
、十
月
十
二
日
、

市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
に
移
行
す
る
施
設
は
、

市
診
療
所
と
市
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
青
松
園
で
す
。

　
前
原
理
事
長
は
「
地
域
の
方
々
の

た
め
に
な
れ
る
よ
う
に
誠
意
を
尽
く

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
指
定
期
間
は
、
来
年
四
月
か
ら
平

成
二
十
九
年
三
月
ま
で
の
五
年
間
。

民
間
の
力
を
生
か
し
た
地
域
の
活
性

化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
九
月
二
十
三
日
、
伊
集
院
総
合
体

育
館
で
第
一
回
す
ま
い
る
フ
ェ
ス
タ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
障
が
い
の
あ
る
子
た
ち
、
障
が
い

の
な
い
人
た
ち
が
今
よ
り
も
っ
と
笑

顔
の
あ
ふ
れ
る
場
を
作
り
、
交
流
を

深
め
、
障
が
い
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
す
ま
い
る
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員

会
が
企
画
。
買
物
学
習
の
場
と
し

て
、
手
作
り
の
作
品
を
売
る
複
合
型

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
形
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
多
く
の
来
客
で
に
ぎ
わ

い
、盛
ん
な
交
流
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
妙
円
寺
団
地
（
伊
集
院
地
域
）
に

建
設
さ
れ
た
療
育
施
設
「
こ
ど
も
の

家
す
く
す
く
し
え
ん
せ
ん
た
ー
」
の

落
成
式
が
、
十
月
十
五
日
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

地
域
の
療
育
事
業
へ
の
要
望
が

年
々
増
え
て
き
た
こ
と
か
ら
、
妙
円

寺
保
育
園
な
ど
を
経
営
す
る
社
会
法

人
大
潟
福
祉
会
が
母
体
と
な
り
実

現
。
潟
山
涼
子
園
長
は
「
地
域
の
方

に
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
療
育

を
必
要
と
す
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
活
動
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
十
月
二
十
九
日
、
江
口
浜
荘
跡
地

に
、
宿
泊・宴
会
施
設
「
え
ぐ
ち
家
」

と
温
泉
施
設
「
あ
っ
た
ろ
う
」
が
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
昭
和
四
十
年
に
建
築
さ

れ
、
老
朽
化
し
、
耐
震
安
全
性
が
課

題
と
な
っ
て
い
た
江
口
浜
荘
の
民

設
・
民
営
に
よ
る
建
替
え
を
公
募
。

㈱
ア
・
ラ
イ
ズ
を
代
表
会
社
と
す
る

共
同
企
業
体
を
事
業
者
と
し
て
選
定

し
、
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
き
れ
い
な
海
を
見
な
が
ら
安
ら
ぎ

の
時
間
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

通知書を受け取る前原くるみ理事長 (右 )

多くの来客でにぎわったすまいるフェスタ

多くの関係者が集まった落成式

眼下にはきれいな海が広がります

準優勝旗を持ち帰った城西高校野球部

九
州
大
会
出
場
へ

鹿
児
島
城
西
高
等
学
校
野
球
部

　
十
月
十
七
日
、
城
西
高
校
野
球
部

が
、
十
月
二
十
三
日
か
ら
開
催
さ
れ

る
、
第
百
二
十
九
回
九
州
地
区
高
等

学
校
野
球
大
会
出
場
の
報
告
を
市
長

に
行
い
ま
し
た
。

　
同
野
球
部
は
、
今
年
三
月
二
十
一

日
か
ら
行
わ
れ
た
、
春
季
鹿
児
島
県

高
校
野
球
大
会
で
準
優
勝
を
飾
り
、

九
州
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま

し
た
。

　
キ
ャ
プ
テ
ン
の
惠
大
樹
君
（
二
年

生
）
は
、「
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
、

応
援
し
て
く
だ
さ
る
人
の
た
め
に
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
謙
虚
な

気
持
ち
で
プ
レ
ー
し
た
い
で
す
」
と

九
州
大
会
へ
の
意
気
込
み
を
話
し
ま

し
た
。
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九
月
十
七
日
、
韓
国
文
化
体
験
型

イ
ベ
ン
ト
「
秋チ
ュ
ソ
ク夕
」
が
、
東
市
来
文

化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
韓
国
の
お
盆
は
た
く
さ
ん
の
実
が

結
ぶ
秋
に
行
わ
れ
、
家
族
が
集
ま
っ

て
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
伝
統
の
お
菓

子
を
作
っ
て
楽
し
む
代
表
的
な
行
事

の
一
つ
で
す
。

　
市
国
際
交
流
員
の
李リ

濬
ジ
ュ
ン

京ギ
ョ
ンさ

ん

が
中
心
と
な
り
、
松
の
葉
と
一
緒
に

蒸
し
た
団
子
に
似
た
お
菓
子
「
ソ
ン

ピ
ョ
ン
」
を
作
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
に

も
料
理
講
座
や
キ
ム
チ
作
り
講
座
な

ど
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

社会・教育
　
十
月
は
収
穫
の
秋
、
吹
上
地
域
で

は
、
各
小
学
校
で
稲
刈
り
体
験
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
花
田
小
と
永
吉
小
は
、
田
植
え
と

同
様
に
合
同
で
、
永
吉
ふ
れ
あ
い
会

の
指
導
の
下
行
わ
れ
、
高
学
年
と
低

学
年
が
協
力
し
て
作
業
し
ま
し
た
。

　

和
田
小
で
は
、
全
校
児
童
と
保

護
者
が
協
力
し
て
も
ち
米
を
収
穫
。

十
一
月
の
収
穫
祭
で
、
地
域
の
高
齢

者
の
方
た
ち
と
餅
つ
き
を
し
ま
す
。

　
伊
作
小
で
は
、
今
田
水
田
保
全
協

議
会
員
の
説
明
の
後
、
五・
六
年
生

が
稲
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。
六
年
生

は
、
乗
用
コ
ン
バ
イ
ン
の
刈
り
取
り

体
験
も
行
い
、
機
械
の
便
利
さ
と
効

率
性
も
体
感
し
ま
し
た
。

　
九
月
二
十
九
日
、
明
信
寺
保
育
園

（
日
吉
地
域
）の
園
児
が
㈱
西
郷
組
の

協
力
を
い
た
だ
い
て
、
工
事
現
場
見

学
や
重
機
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
、
実
際
に
、
重
機
を

補
助
付
き
で
操
縦
し
た
り
、
行
わ
れ

て
い
る
工
事
に
つ
い

て
学
ん
だ
り
し
ま
し

た
。

　

重
機
な
ど
の
絵
本

も
寄
付
さ
れ
、
園
児

た
ち
は
興
味
津
々
。

体
験
試
乗
し
た
園
児

か
ら
は
「
ま
た
乗
り

た
い
」
と
い
う
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

韓
国
の
お
盆
は
実
り
の
「
秋
」

初
め
て
の
体
験
に
大
興
奮
！

吹
上
地
域
各
小
学
校
稲
刈
り
体
験

韓
国
体
験
イ
ベ
ン
ト
「
秋
夕
」

工
事
現
場
見
学

重機初体験！

新しくなった校舎

「ソンピョン」作りに興味津々

新
校
舎
完
成
し
ま
し
た

伊
集
院
中
学
校
新
校
舎
完
成

記
念
式
典

　
伊
集
院
中
学
校
の
改
築
が
完
了
し

た
こ
と
に
伴
い
、
十
一
月
四
日
、
新

し
く
な
っ
た
同
中
学
校
屋
内
運
動
場

で
、
新
校
舎
完
成
記
念
式
典
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
伊
集
院
中
学
校
の
校
舎
は
、
昭
和

三
十
六
年
か
ら
四
十
一
年
に
建
築
。

四
十
年
以
上
が
経
過
し
、
老
朽
化
が

進
ん
で
い
ま
し
た
。
平
成
十
六
年
度

に
行
っ
た
耐
力
度
調
査
の
結
果
か
ら

改
修
が
必
要
と
な
り
、
平
成
十
七
年

か
ら
行
わ
れ
、
平
成
二
十
二
年
度
に

完
成
し
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
に
は
、
工
事
関
係
者
を

は
じ
め
、
生
徒
た
ち
も
出
席
し
、
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。

お
米
作
り
の
大
変
さ
を
学
び
ま
し
た

今田の水田で伊作小の稲刈り

掛け干しに挑戦する花田小と永吉小の児童

コンバインだと早い！（伊作小） 役割分担で作業します（和田小）
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十
月
一
日
、伊
作
小
学
校
体
育
館

で
、南
日
本
新
聞
販
売
所
長
会
の
主

催
に
よ
る
レ
ノ
ヴ
ァ
鹿
児
島
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
キ
ャ
ラ
バ
ン
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、十
一
月
五
日
と
六

日
に
、吹
上
浜
公
園
体
育
館
で

公
式
戦
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
、地
域
貢
献
活
動
と
し
て

実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を

対
象
に
開
催
し
、三
十
二
人
が

参
加
。薩
摩
川
内
市
出
身
の
西

郷
雅
彦
選
手
と
大
山
裕
太
朗
選
手
の

指
導
の
下
、真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

　
鹿
児
島
放
送
主
催
の
「
第
十
回
Ｋ

Ｋ
Ｂ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
」に
、市
か

ら
三
作
品
を
応
募
し
、十
月
二
十
七

日
に
審
査
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

城
西
高
等
学
校
か
ら
は
、亡
く

な
っ
た
恋
人
の
ふ
る
さ
と
を
訪
ね
る

「
ま
た
く
る
ね　

わ
た
し
の
ふ
る
さ

と
」を
出
品
。
ま
た
市
若
手
職
員
に

よ
る
「
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
」か
ら
、

市
の
温
泉
に
注
目
し
、
若
返
り
効
果

を
表
現
し
た
「
若
返
り
の
湯
？
」、市

の
輝
い
て
い
る
人
を
紹
介
し
、元
気

な
市
を
知
っ
て
も
ら
う
「
輝
く
日
置

市
」の
二
作
品
を
出
品
し
ま
し
た
。

　

各
作
品
と
も
年
間
十
本
ず
つ
放
映

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

十
月
十
六
日
、日
吉
豊
年
相
撲
大

会
が
日
吉
運
動
公
園
相
撲
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
、幅
広
い

年
代
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

「
赤
ち
ゃ
ん
の
土
俵
入
り
」も
行
わ

れ
、元
気
な
泣
き
声
が
会
場
に
響
き

わ
た
る
と
、会
場
に
は
、笑
顔
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
優
勝
団
体
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

▼
小
学
校
ク
ラ
ブ
対
抗　
吉
利
小
Ａ

▼�

中
学
校
他
地
域
体
協　
日
新
Ａ
体

協
Ａ

▼
招
待
高
校
団
体　
樟
南
高
校

▼
一
般
地
域
体
協　
川
西
体
協

　
東
市
来
江
口
浜
海
浜
公
園
で
十
月

十
日
、第
八
回
は
だ
し
の
コ
ン
サ
ー

ト
in
江
口
浜
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
全
員
で
海
岸
清
掃
を
行

い
、そ
の
際
に
集
め
た
ゴ
ミ
が
コ
ン

サ
ー
ト
チ
ケ
ッ
ト
の
代
わ
り
に
な
り

ま
す
。自
然
環
境
を
守
っ
て
い
く
大

切
さ
を
伝
え
よ
う
と
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な

演
奏
が
行
わ
れ
、最
後
は
本
イ
ベ
ン

ト
の
発
起
人
で
も
あ
る
杉
山
清
貴
氏

の
ユ
ニ
ッ
ト
Ｄ
ａ
・Ｂ
ｕ
Ｄ
Ｓ
（
ダ・

バ
ッ
ズ
）が
「
は
だ
し
で
歩
け
る
海

を
い
つ
ま
で
も
…
」を
テ
ー
マ
に
演

奏
。会
場
は
こ
の
日
一
番
の
盛
り
上

が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

　

十
月
十
二
日
、中
島
常
楽
院
（
吹

上
町
田
尻
）で
、鹿
児
島
県
無
形
文
化

財
で
あ
る
「
妙
音
十
二
楽
」が
法
要

さ
れ
、年
に
一
度
し
か
披
露
さ
れ
な

い
厳
か
な
調
べ
に
、多
く
の
観
客
が

聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

一
一
九
六
年
、天
台
宗
常
楽
院
第

十
九
代
住
職
宝ほ

う

山ざ
ん

検け
ん

校ぎ
ょ
う

が
、島
津
忠

久
に
従
い
薩
摩
に
来
た
時
に
伝
え
ら

れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

法
要
演
奏
後
に
は
、薩
摩
琵
琶
の

奉
納
と
宝
山
検
校
の
墓
前
供
養
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

楽
し
み
な
が
ら
も
、
真
剣
に
！

Ｃ
Ｍ
大
賞
に
挑
戦

熱
戦
に
包
ま
れ
大
興
奮
！

は
だ
し
で
歩
け
る
海
を
い
つ
ま
で
も
・
・
・

伝
統
の
調
べ　
厳
か
に
響
く

レ
ノ
ヴ
ァ
鹿
児
島
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
キ
ャ
ラ
バ
ン

第
十
回
Ｋ
Ｋ
Ｂ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ

大
賞
２０１１

日
吉
豊
年
相
撲
大
会

は
だ
し
の
コ
ン
サ
ー
ト

妙
音
十
二
楽
演
奏
会

審査会でそれぞれの作品を説明しました

大迫力のぶつかり合い

会場総立ちとなる盛り上がり演奏は約一時間に渡って行われました

どんなことでも基礎が大切！

今日は楽しくやりましょう。
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元気な市民づくり運動
イメージキャラクター

梅太郎

66

みんなでひろげよう！　「元気な市民づくり運動」

社会的入院をしている精神障害者の方を
退院に向けて支援していきましょう

精神障害者の社会的入院とは？

　精神病で精神科に入院された方が、すでに十分退院できる状態であるのにもかかわらず、退
院後の受け入れ先やサポートの不足などの理由で、長期入院を余儀なくされた状態を「社会的
入院」といいます。社会的入院は、全国で約 76,000 人、鹿児島県では約 1,100 人いるといわ
れています（Ｈ 18.10 調査）

本人の退院意欲　「何十年も病院の中だったから退
院したら不安」「買い物や料理自信がない」⇒地域
に帰るための生活訓練を入院中で行います。

退院を阻害している要因⇒対策　　例えば…

家族が拒否　「退院してまた悪くなった
ら地域に迷惑をかけるのでは」⇒面会
し入院中の落ち着いた様子を見てみま
しょう。訪問看護やデイケアなどのサー
ビスも活用すれば安心です。

地域の理解　「怖い」「できれば入院
していてほしい」⇒精神疾患は治療
を続けることで次第に落ち着いてい
きます。年齢とともに症状も穏やか
になっていきます。入院時の状況と
はまったく異なります。

地域に精神障害者を支える社会資源や、住居や施設などの受け皿となるものが必要です。

　16 年間長期入院していたＫさんが退院できました！（Ｓ病院の地域移行支援報告より）
　統合失調症による妄想や暴力行為で入院。治療で症状は落ち着いていました。退院にはかなり本人の

不安があり家族も理解されなかった中、家族や地域の方を交えた退院に向けた会議や生活訓練など病院

スタッフの支援でグループホームの入所と就労支援を受けるようになりました。

　会議に参加された民生委員さんの声：「怖い」というイメージがあったが実際あってみるとまったく
違った。普通に声を掛けることができた。「精神障害者は怖い」との偏見をなくすためには、精神障害

者と直接ふれ合う機会を多く設けるべきでは。

　障がいがあっても、安心して住み慣れた地域で
本人らしく生活を送ることができなければいけま
せん。これは基本的な人権の問題でもあるのです。
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十
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

伊
集
院
地
域

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

馬
場　
愛あ
い
梨り　
哲
也　
　
下
方
限

宮
内　
彩あ
や
和と　
龍
也　
　
妙
円
寺
九
区

久
保
新あ

良ら

太た　
晋
太　
　
妙
円
寺
八
区

米
田
佳か

絵え

音ね　
健
裕　
　
郡
下

谷
山　
玲れ
い
奈な　
勝
啓　
　
妙
円
寺
一
区

下
茂
莉り

衣い

菜な　
敏
侍　
　
妙
円
寺
二
区

山
本　
悠ゆ

生い　
功　
　
　
麓
東

有
元　
陸り

貢く　
徹　
　
　
妙
円
寺
一
区

有
元　
颯そ

良ら　
徹　
　
　
妙
円
寺
一
区

迫
田　
康こ
う
太た　
亮　
　
　
猪
鹿
倉

野
﨑　
古こ

白は
く　
洋
平　
　
駅
前

尾
堂　
悠ゆ
う
太た　
輝
彦　
　
妙
円
寺
九
区

尾
堂　
壮そ
う
太た　
輝
彦　
　
妙
円
寺
九
区

燒
山　
展ひ
ろ
人ひ
と　
真
人　
　
妙
円
寺
六
区

森
永
健け
ん
汰た

楼ろ
う　
顕
悟　
　
天
神
馬
場

西
ノ
園
侑ゆ

梨り

衣こ　
剛　
　
上
之
馬
場

宮
下
由ゆ

利り

乃な　
敏
信　
　
上
土
橋

谷
口　
瑞み
ず
生き　
功　
　
　
元
町

久
保
園
美み

月つ
き　
博
文　
　
大
田
中

福
永　
滉こ
う
介す
け　
雄
一
郎　
朝
日
ヶ
丘

井
手　
美み

咲さ
き　
伸
一　
　
妙
円
寺
九
区

名
越　
怜れ
い
香か　
心
吾　
　
駅
前

永
山　
由ゆ

奈な　
博
之　
　
中
福
良

吉
村　
楓か
え
で花　
英
樹　
　
徳
重
東

坂
元　
麗れ

美み　
俊
彦　
　
猪
鹿
倉

梶
原　
璃り

乃の　
一
成　
　
中
神
殿

東
市
来
地
域

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

新
川　
莉り
り
愛あ　
周
二　
　
皆
田
西

谷
口　
陽ひ

南な　
英
行　
　
杉
之
迫

平
地　
晄ひ
か
り　
　
み
ゆ
き　
田
之
湯

下
茂　
鶴つ
ば
紗さ　
貴
博　
　
古
市

永
吉　
真ま

奈な　
卓
郎　
　
元
湯

宇
田　
苺い
ち
乃の　
幸
一
郎　
中
央

日
吉
地
域

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

中
原　
湊み
な
と翔　
翔　
　
　
熊
野

吹
上
地
域

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

芝　
　
心こ
こ
那な　
和
樹　
　
湯
之
元

中
間
庭
凛り
り
杏あ　
侑　
　
　
南
湯
之
元

大
塚　
拓た
く
海み　
逸
雄　
　
西
本
町

德
満　
悠は
る
真ま　
真
治　
　
草
田
原

�

十
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

伊
集
院
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

瀧
聞　
二
郎　
　
88　
　
天
神
馬
場

德
重　
松
美　
　
84　
　
中
福
良

下
園　
政
次　
　
86　
　
朝
日
ヶ
丘

南　
　
フ
チ　
　
104　
　
恋
之
原

八
牟
礼
タ
キ
子　
70　
　
妙
円
寺
五
区

宮
下
ミ
ツ
ヱ　
　
86　
　
桑
畑

坂
元　
安
雅　
　
98　
　
朝
日
ヶ
丘

東
市
来
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

宇
田　
正
則　
　
91　
　
川
北

迫　
　
ツ
ヤ　
　
86　
　
田
之
湯

松
下
ノ
ブ
子　
　
76　
　
城
之
町

鉾
之
原　
堤　
　
90　
　
高
山

有
村　
照
雄　
　
78　
　
麓
下

片
平　
勇　
　
　
83　
　
上
床

東
福　
藤
氏　
　
78　
　
田
代

奥　
　
茂　
　
　
82　
　
下
養
母
上

三
輪　
安
夫　
　
82　
　
麓
下

今
田　
孝
教　
　
64　
　
下
養
母
下

田
渕　
シ
ヅ　
　
87　
　
高
山

上
和
田
ノ
リ　
　
85　
　
上
床

坂
元　
サ
ク　
　
87　
　
中
央

桑
木
野
ト
ミ　
　
80　
　
高
山

楮
畑　
英
迪　
　
78　
　
田
之
湯

林　
　
修
道　
　
95　
　
南
神
之
川

川
野　
幹
雄　
　
80　
　
美
山

吉
田
せ
つ
子　
　
79　
　
堀
内

日
吉
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

菊
川　
忠
治　
　
79　
　
諏
訪

迫
田
浩
太
郎　
　
59　
　
日
置
麓

北　
　
一
雄　
　
89　
　
南
区

吹
上
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

丸
田　
幸
男　
　
79　
　
下
草
田

谷
村　
シ
ヅ　
　
89　
　
上
田
尻

村
田　
續　
　
　
80　
　
永
吉
中
央

上
野　
勝
己　
　
81　
　
入
来
浜

池
田
サ
チ
エ　
　
94　
　
平
鹿
倉

福
永　
澄
男　
　
82　
　
東
宮
内

戸
越　
國
吉　
　
101　
　
中
田
尻

内
田　
忠
男　
　
78　
　
小
野
浜

迫
田　
清　
　
　
85　
　
下
与
倉

吉
村　
恊
司　
　
70　
　
下
田
尻

竹
之
内
フ
ミ
エ　
78　
　
西
宮
内

梶
原　
邦
勇　
　
89　
　
中
田
尻

池
田　
和
子　
　
81　
　
永
吉
中
央

※
訂
正
と
お
詫
び

　
広
報
ひ
お
き
10
月
号
の
記
事
中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
の
と
お
り
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

　
Ｐ
17　

�

第
五
代
ひ
お
き
Ｐ
Ｒ
レ
デ
ィ
決
定

　
誤　

�

大
迫　

久
瑠
美　

さ
ん

　
　
　
　

 

↓

　
正　

�

大
迫　

久
瑠
実　

さ
ん

　
Ｐ
20
「
戸
籍
の
窓
」　

お
め
で
た

　
　
　
　

東
市
来
地
域　

六
人
目

　
　

�（
出
生
児
）��（
保
護
者
）��（
自
治
会
）

　
誤　

松
尾　

結
愛　

和
輝　

皆
西
田

　
　
　
　

 

↓

　
正　

松
尾　

結
愛　

和
輝　

皆
田
西

　秋季火災予防期間中（11 月 9日～ 15 日）に、市消防団が住宅用火災警報
器未設置の住宅の調査を実施中、東市来方面団員（２名）の耳に住宅用火災警
報器のベルの音がわずかに聞こえました。急いで駆けつけると、警報器が鳴っ
ている住宅は留守。裏側に回ると、わずかに開いていた窓から煙が出ていて、
魚がこげた臭いがしました。すぐに団員がガスボンベのコックを閉めて対処し、
火事を防ぐという事例がありました。この住宅は、警報器を設置していたため
に火災にならずにすみました。
　このように実際に住宅用火災警報器のおかげで、
火事を未然に防いだ事例が県内で多くあります。自
分の命、家族の命を守るために、未設置の住宅は早
めに取り付けましょう。

住宅用火災警報器が火災を防ぐ
消防本部からのお知らせ
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77

北
きた

野
の

　和
かず

則
のり

さん〔64歳〕
吹上町入来（入来自治会）

●吹上青松太鼓保存振興会長

夢
と
感
動
と
希
望
を
与
え
ら
れ
る
太
鼓
打
ち
を

　
「
変
わ
っ
た
太
鼓
集
団
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
た
だ
太
鼓
が
叩
け
る
集
団
と
い
う
の
で
は

な
く
、
子
ど
も
た
ち
を
大
き
く
成
長
さ
せ
た
い
で
す
。
希
望
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
な
る

よ
う
に
」
と
話
さ
れ
る
の
は
、
今
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
北
野
さ
ん
。
現
在
で
は
市
に
欠
か

せ
な
い
太
鼓
集
団
と
な
っ
た
吹
上
青
松
太
鼓
保
存
振
興
会
長
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
吹
上
青
松
太
鼓
保
存
振
興
会
は
、
約
一
年
間
の
練
習
期
間
を
設
け
、
吹
上
町
政
四
十
周
年

を
機
に
平
成
七
年
に
結
成
。
今
年
で
十
七
年
目
を
迎
え
、
結
成
当
初
か
ら
会
長
を
さ
れ
て
い

ま
す
。「
十
七
年
間
活
動
し
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
市
を
は
じ
め
住
民
の
方
々
の
協
力
の
お
か

げ
で
あ
り
、
感
謝
し
な
が
ら
今
後
も
良
い
太
鼓
集
団
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

今
ま
で
を
振
り
返
っ
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
で
は
市
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
「
山
や
ま
ん
か
ん
神
の
響
き
ょ
う

炎え
ん
」。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
最
初

に
企
画
、
開
催
し
た
の
が
吹
上
青
松
太
鼓
保
存
振
興
会
で
す
。「
山
神
の
郷
と
い
う
素
晴
ら

し
い
施
設
が
あ
り
な
が
ら
当
時
は
あ
ま
り
住
民
に
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
施
設

を
住
民
に
知
っ
て
も
ら
い
、
ま
ち
お
こ
し
の
役
に
立
ち
た
い
。
ま
た
、
一
年
に
一
回
住
民
の

方
に
良
い
太
鼓
を
見
せ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
企
画
し
ま
し
た
。
第
一
回
は
百
本
の
た
い
ま

つ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
今
で
は
約
一
万
本
の
た
い
ま
つ
に
。
来
年
は
山
神
の
響
炎

も
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
十
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
し
、
最
終
的
に
は
市
全
体
が

参
加
で
き
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
今
後
の
意
気
込
み
を
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
た
ち
に
は
、
夢
と
感
動
と
希
望
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
太
鼓
打
ち
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
話
し
て
い
ま
す
。
見
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
お
客
さ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
る
、
涙
を
流
し

て
く
れ
る
。
こ
の
こ
と
以
上
に
う
れ
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
通
し

て
人
と
人
と
の
輪
を
大
事
に
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
よ
う
に
な
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
」

　
今
日
も
太
鼓
の
練
習
場
で
厳
し
く
も
、
温
か
い
優
し
さ
で
包
み
込
み
な
が
ら
子
ど
も
た
ち

が
強
く
成
長
し
て
い
く
様
子
を
見
守
っ
て
い
る
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

池江　梨
り

樹
き

くん　（４歳５カ月）

父　大樹さん　母　杏梨さん
（吹上町下与倉）

■両親から
　2,440 ｇで生まれた今では元気なやん
ちゃな男の子です。２月に２人目が生ま
れたけど、優しいお兄ちゃんになってほ
しいです。

尾辻　栞
しおり

ちゃん　（１歳）

父　宗徳さん　母　智絵美さん
（東市来町湯田）

■両親から
　栞、１歳の誕生日おめでとう。我が家に生まれてきて
くれてありがとう。いつも誰にでも愛嬌が良く、いい笑
顔を見せてくれます。あなたの笑顔に癒される毎日です。
素直でこれからも笑顔が素敵な子に育って欲しいです。
私たちもそう育てられるように心がけていきます。



2011.1119

　吹上地域の吹上地区にドルメンと呼ばれ大きな石を組み合
わせた人工物があります。これは、「支

し
石
せき
墓
ぼ
」とも呼ばれる

弥生時代前期（2300 年ほど前）の墓です。
　ドルメンは、直径２メートルほどの大きなテーブル状の石
を、その下に置かれた３個の石が支えています。もともとは
朝鮮半島の墓で、弥生時代に稲作や金属加工の技術とともに
伝わってきたと考えられています。
　日本では、朝鮮半島に近い北九州に多く見られます。南九
州でドルメンが確認されているのは、旧吹上町と旧金峰町だ
けなのです。おそらく陸路ではなく、島原半島のあたりから
海を渡って北九州から直接伝わったと考えられています。
　吹上地域のドルメンは、元の場所から移されたため、埋葬
の方法は分かりません。しかし、旧金峰町でドルメンの近く
を発掘したところ、北九州独自の埋葬方法である合

あ
わせ口

くち
甕
かめ

棺
かん
（二つの甕をつなげて棺にする）が発見されています。

　
私
の
夢
は
高
校
か
ら
大
学
か
専

門
学
校
に
行
っ
て
、
そ
の
後
は
県

外
で
就
職
す
る
こ
と
で
す
。
今
は

将
来
こ
れ
に
な
り
た
い
と
い
う
具

体
的
な
夢
は
な
く
て
す
ご
く
お
お

ざ
っ
ぱ
で
す
が
、
こ
れ
が
私
の
今

の
夢
で
す
。

　
中
学
生
に
な
る
ま
で
は
、
ネ
イ

リ
ス
ト
に
な
り
た
い
と
い
う
夢
が

あ
り
ま
し
た
。
中
学
生
に
な
っ
て

か
ら
は
進
路
学
習
な
ど
で
い
ろ
い

ろ
な
職
業
を
調
べ
て
い
く
う
ち

に
、
自
分
が
本
当
に
な
り
た
い
の

は
何
な
の
だ
ろ
う
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
や
っ
て
み

た
い
と
思
う
職
業
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
中
学
生
に
な
る
前
後
で
自
分
の

夢
や
進
路
に
つ
い
て
の
考
え
が
大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
だ
具
体

的
な
夢
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ゆ
っ

く
り
自
分
の
夢
を
見
つ
け
て
い
き

た
い
で
す
。
も
し
か
す
る
と
こ
れ

が
本
当
の
私
の
今
の
夢
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
の
夢
を
見
つ
け
る
た
め
に
今

は
受
験
に
向
け
て
精
一
杯
、
自
分

が
や
る
べ
き
こ
と
を
や
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

上
市
来
中
学
校
　
三
年
　
立た

ち

和わ

名な

　
唯ゆ

い 

さ
ん

75

ドルメン（吹上地域）

ドルメン（支石墓）

270

伊作川

吹上地区公民館

伊作小

私
の
今
の
夢

『竹細工』
冷
ひや

水
みず

　深
ふか

美
み
さん（72歳） 日吉町日置

　地域の子どもたちに喜んでもらいた
い。その思いから作った竹とんぼ。これ
が私が竹細工を始めたきっかけでした。
ゆすいんで月に２回ある竹細工講座に
通い、３年が経ちました。今では自分
の生きがいになり、気の合う仲間たち
と一緒に楽しみながら竹細工を行って
います。昨年に引き続き、今年も日吉
地域の文化祭に展示することができま
した。また、２年前には郵便局にも展示させていただきました。
　今後も元気な限りは竹細工を楽しみながら制作していきたい
です。
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市の人口（住民基本台帳）
総人口　　５１，３３７人（▲� ２）
　男　　　２４，０３７人（　� ３）
　女　　　２７，３００人（▲� ５）
世帯数　　２２，６０５　（　１０）
11月１日現在（　）は前月比
東市来地域　１２，４２８人
伊集院地域　２４，６７８人
日吉地域　　� ５，４１６人
吹上地域　　� ８，８１５人

　 　
市の面積　２５３．０６㎢

「響け！」
　吹上地域永吉地区、山神の郷公園で行
われる「山神の響炎」。手作りの小松明
約１万本の炎が揺らめく中、太鼓の音が
響きました。

No.79 平成23年11月号
　　　　　　　　２０11． 11． ２５発行 あ

っ
く
れ
ど
と
ざ
す
～
く
も
く
ら
く

～
♪
と
く
れ
ば
皆
様
も
う
お
分
か
り

で
す
ね
。
妙
円
寺
小
学
校
を
卒
業
し

た
者
と
し
て
歌
え
な
い
と
ま
ず
い
で

す（
焦
）▼
そ
れ
に
し
て
も
ま
た
こ
の

よ
う
な
形
で
妙
円
寺
詣
り
と
関
わ
る

こ
と
が
で
き
る
と
は
。
二
日
間
み
っ

ち
り
と
付
き
合
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
▼
二
日
間
で
約
二
千
枚
の
写
真

を
撮
影
。
そ
の
中
で
使
え
そ
う
な
物

が
約
二
百
枚
。
広
報
紙
に
掲
載
で
き

る
写
真
は
多
く
て
三
十
枚
。
数
打
っ

て
も
実
力
が
無
け
れ
ば
当
た
ら
な
い

と
い
う
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た（
笑
）▼
写
真
撮
影
の
声
掛
け

を
笑
顔
で
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
方
、

頑
張
っ
て
ね
と
応
援
の
声
を
掛
け
て

く
だ
さ
っ
た
方
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ス
ペ
ー
ス
の
関
係

上
残
念
な
が
ら
載
せ
ら
れ
な
か
っ
た

方
ご
め
ん
な
さ
い
。
皆
様
の
カ
メ
ラ

越
し
の
笑
顔
の
お
陰
で
二
日
間
頑
張

れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
▼
今
後
も
皆

様
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
写
真

を
撮
る
こ
と
が
で
き
た
ら
な
と
。
イ

ベ
ン
ト
で
広
報
腕
章
し
て
挙
動
不
審

の
男
が
い
た
ら
間
違
い
な
く
自
分
で

す
の
で
気
軽
に
お
声
を
掛
け
て
く
だ

さ
い
ね
！
ま
た
皆
様
の
素
敵
な
笑
顔

に
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。

編
集
た

い
む

和田地区公民館
（吹上地域）

　
吹
上
地
域
の
南
に
位
置
す
る
和

田
地
区
。
上
和
田
、
中
和
田
、
下

和
田
、
苙
岡
、
助
代
、
瀬
谷
、
苙

口
の
七
つ
の
自
治
会
の
協
力
を
得

て
運
営
し
て
お
り
、
三
百
二
十
世

帯
、
六
百
五
十
五
人
が
暮
ら
し
ま

す
（
平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日

現
在
）。

　
年
間
を
通
し
て
数
多
く
の
活
動

を
こ
な
す
、
地
域
活
性
化
に
非
常

に
積
極
的
な
地
域
で
す
。

和
田
地
区
公
民
館
（
吹
上
地
域
）

地
域
と
学
校
が
一
体
と
な
っ
た
住
み
よ
い
ま
ち
に

　

和
田
小
学
校
の
隣
に
公
民
館
が
あ

る
和
田
地
区
。
運
動
会
は
合
同
で
開

催
す
る
な
ど
、
地
域
と
学
校
が
密
接

に
か
か
わ
り
あ
っ
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
は
、
総
務
教
養
部
や
青
少

年
体
育
部
を
は
じ
め
、
七
つ
の
専
門

部
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
専
門
部
長

や
役
員
は
、
各
自
治
会
長
に
兼
務
し

て
も
ら
い
な
が
ら
、
公
民
館
と
自
治

会
が
協
力
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

年
に
四
回
の
役
員
会
と
運
営
委
員
会

の
ほ
か
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
前
に
は
話

し
合
い
を
行
い
、
イ
ベ
ン
ト
成
功
の

た
め
に
日
々
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　

数
多
く
あ
る
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
も

八
月
の
夏
祭
り
、
十
一
月
の
文
化
祭

は
、
和
田
地
区
の
二
大
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

　

夏
祭
り
で
は
、
地
元
中
学
生
に
よ

る
ス
テ
ー
ジ
、
花
火
、
お
楽
し
み
抽

選
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
盆

の
帰
省
者
や
地
域
の
子
ど
も
た
ち
で

大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

文
化
祭
で
は
、
和
田
小
学
校
の
児

童
が
書
い
た
ポ
ス
タ
ー
で
幅
広
く
周

知
を
行
い
、
新
鮮
な
野
菜
や
手
作
り

ふ
く
れ
菓
子
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
、
六
年
に
一
度
の

伊
作
太
鼓
踊
に
も
地
域
が
一
体
と

榊　秀德　館長

６年に１回行われる太鼓踊

盛り上がった夏祭り

な
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
公
民
館
独
自
の

「
心
の
教
育
」に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

年
に
二
回
、
前
期
と
後
期
に
分
け
て

講
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。
前
期
は
小

学
校
、
中
学
校
、
高
校
の
校
長
先
生

を
講
師
に
、
後
期
は
十
二
月
に
外
部

の
講
師
を
招
い
て
講
演
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

公
民
館
の
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
、

学
校
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
。
子
ど
も

の
声
が
消
え
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に

積
極
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
先
進
地
に
視
察

に
行
っ
て
学
ん
だ
こ
と
を
十
分
に
生

か
し
、
地
域
と
学
校
が
一
体
と
な
っ

た
住
み
よ
い
ま
ち
を
目
指
し
て
い
き

た
い
で
す
。

市税の納付は、便利で確
実な口座振替を利用しま
しょう！
あなたの預貯金口座のあ
る金融機関へお申し込み
ください。


